




年頭のご挨拶
公益社団法人 石川県シルバー人材センター連合会

会　長　　須野原　　　雄

新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎
えのこととお慶び申し上げます。
また、旧年中は当連合会の運営及び諸活動に
つきまして、格別のご理解とご支援、ご協力を
賜り厚く御礼申し上げます。　
さて、団塊の世代が65歳を迎え始め、超高
齢社会となってきているわが国においては、少
子化とも相まって労働力人口の減少が課題と
なっています。経済社会の活力を維持し増進し
ていくためには、豊富な経験、知識と意欲のあ
る高年齢者が社会の担い手として活躍し続ける
ことが求められ、シルバー人材センターの果た
す役割は大きくなってまいるものと思います。
そうした中で、平成25年度（10月末現在）
の石川県内のシルバー事業の実績は、会員数
9,865人（前年度比99.1％）、契約金額23億
5,522万円（前年度比98.6％）といずれも前年
度を若干下回りましたが、平成24年度の一般
労働者派遣事業は全国５位（契約金額）となり
ました。これからも安全・適正就業を推進し、

シルバー事業の一層の発展と拡充をめざし、新
規会員の獲得や就業先の確保及び拡大に努め、
高齢者が生きがいをもって働き、地域に貢献で
きるよう努力してまいる所存であります。
経済を取り巻く情況は、東日本大震災の影響
や欧州の債務危機、原油高などの要因により不
透明な中で推移してきましたが、ようやくここ
に来まして回復の兆しを見せ、北陸でも緩やか
ながらその傾向が見え始めています。
また、明るい話題もあります。2014年度末
に北陸新幹線が開業し、2020年には東京オリ
ンピックが開催されます。
北陸の景気がこのまま続き、個人消費もより
一層強くなれば、シルバー事業の拡大にも結び
つくものと期待しているところであります。
最後になりましたが、石川労働局・石川県・
市町・関係団体各位には、本年も旧年に倍して
のご指導・ご支援を賜りますよう、併せて会員
の皆様方のますますのご健勝をご祈念申し上げ
新年のご挨拶といたします。
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年頭のご挨拶

石川県知事　　谷　本　正　憲

明けましておめでとうございます。皆様にお
かれましては新春をご健勝でお迎えのことと心
からお慶び申し上げます。また、日頃から県政
の推進にご理解とご協力を賜っておりますこと
に、心から感謝申し上げます。
北陸新幹線金沢開業まで、いよいよ一年余り
となりました。昭和48年の整備計画決定以
来、私達の40年来の悲願である新幹線開業に
向け、高架橋が繋がり、列車名や新型車両も公
表されるなど、いよいよ開業が具体にイメージ
できる段階となりました。
金沢以西延伸についても、用地測量に着手す
るなど着実に進んでおり、今後とも、工期短縮
など敦賀までの一日も早い完成、大阪までのフ
ル規格による早期全線整備に向け、関西圏を含
めた沿線地域との連携を密にし、取り組んでま
いります。
まずは金沢開業に向け、開業効果を最大限に
引き出し、県内全域に波及させるための対策に
全力で取り組む必要があります。そのため、新
幹線対策としては他に例を見ないファンドを創
設し、首都圏に対する戦略的なＰＲ等をスター
トさせており、この取り組みをさらに加速させ
てまいります。
さて、県では、平成17年３月に策定した現
在の石川県の産業振興指針である「産業革新戦
略」策定以降の本格的な人口減少時代の突入や
新興国の成長に伴う国内メーカーの国際展開の
増加、本県における陸・海・空の交流基盤の整
備など、県内企業を取り巻く環境の変化を踏ま
え、今後10年を見据えた新たな産業振興指針
の検討を進めています。
具体的には、昨年６月に、産業界や高等教育
機関等の代表者で構成する石川県産業成長戦略
検討委員会を設置するとともに、機械・繊維・

食品・ＩＴの本県の基幹四業種と、業種を横断
する課題である人材及び国際展開をテーマとす
る部会を設置し、それぞれの課題や今後の方向
性などについての議論を精力的に行っていると
ころです。引き続き、委員会や部会で議論を深
めていただき、本県の成長戦略にふさわしい振
興指針を策定したいと考えております。
また、本県の経済・雇用情勢は持ち直してお
りますが、業種別、企業規模別にみると、状況
にややばらつきもみられることから、厳しい雇
用情勢が続く奥能登地域において、介護求人ア
ドバイザーの配置等による求人ニーズが高い介
護分野への再就職支援を行うなど、雇用のミス
マッチ解消に全力で取り組んでおります。
高齢者雇用につきましては、少子高齢化の急
速な進行に加え、昨年４月に改正高年齢者雇用
安定法が施行されたこともあり、ますます関心
が高まっております。
このような状況の中で、高齢者が高い労働意
欲と長年培われてきた技能や経験を活用し、健
康で生きがいのある生活を実現するために、シ
ルバー人材センターの果たす役割は一層重要と
なります。
県といたしましては、生涯にわたって健康で
自立した生活を送る「健康寿命」を延ばす取り
組みを進めるとともに、高齢者が意欲と能力を
生かして働くことができるよう、継続雇用制度
の普及や職業訓練などに取り組んでいるところ
であり、シルバー人材センター事業につきまし
ても、引き続き支援してまいる所存であります。
この新しい年が皆様にとりまして、明るい展
望の持てる年となるよう心からお祈り申し上げ
ますとともに、県政に対する一層のご支援、ご
協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶といたし
ます。

競争力のある元気な産業づくりを目指して

石川労働局長　高　渕　憲　一

年頭のご挨拶

新年あけましておめでとうございます。
皆様には、平成26年の新春をお健やかにお
迎えのことと、心からお慶び申し上げます。
また、昨年中は石川労働局の業務運営に深い
御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げま
す。
さて、景気は平成25年８月以降「着実に持
ち直している」とされ、北陸新幹線の金沢開業
が１年後に迫る中、県内の雇用情勢も有効求人
倍率が平成25年４月以降１倍を超える状況が
続いており、順調な回復が期待されているとこ
ろです。
こうした中、急速な高齢化の進行に対応し公
的年金の支給開始年齢が65歳まで引き上げら
れることを踏まえ、希望者全員65歳以上まで
意欲と能力に応じて働き続けられる環境の整備
を目的とした「改正高年齢者雇用安定法」が、
平成25年４月１日から施行されています。
その結果、平成25年６月１日現在の高年齢
者雇用状況報告では、石川県内31人以上規模
企業において、希望者全員が65歳以上まで働
ける企業の割合が69.5％と前年に比べ約２割増
加いたしました。また、意欲と能力があればい
くつになっても働ける社会（生涯現役社会）の
実現のため、「70歳まで働ける企業」の創出に
も取り組んでいるところです。
高年齢者の雇用の安定を図ることは極めて重
要な課題であり、人口減少社会、高齢化社会に
あっても、高年齢者の高い就労意欲と、培って
きた技術・豊富な経験を活用し、安定した人材
確保による企業の持続的な発展を維持する事が
必要です。

また、そのことが高齢者自身の生き甲斐の醸
成を図ることにもなり、健康で豊かな高齢期を
送る手助けにもなって、社会保障の上でも、高
齢者の方達が「支えられる側」から「支える側」
になることができれば、現役世代や企業の負担
緩和にもつながることとなります。
シルバー人材センター事業は、高年齢者の多
様な就業・社会参加の促進を目的としており、
急速に進行する我が国の高齢化への施策とし
て、高年齢者の雇用確保の推進や中高年齢者の
再就職の援助・促進と並ぶ重要施策として位置
付けられています。そして、地域における高年
齢者の就業機会の拡大だけでなく、高年齢会員
の生活環境に合わせたボランティア活動や趣味
を生かしたサークル活動など、多様な社会活動
への参加を促進する上で人との交流や社会との
つながりを保つ場として重要な役割を担ってお
り、活力ある高齢化社会の実現に大きな貢献を
果たしております。
石川労働局といたしましても、貴連合会及び
石川県と連携を図りながら、シルバー人材セン
ター事業をとおして多くの方が就業の機会を得
て、会員の皆様が福祉の受け手から社会の担い
手となって御活躍いただけるよう、必要な支援
を行っていくこととしております。
関係の皆様におかれましては、健康と安全に
御留意され、引き続き、御尽力・御協力を賜り
ますようお願い申し上げますとともに、シル
バー人材センター事業の更なる発展と関係各位
の益々の御健勝と御発展を心から祈念いたしま
して、新年の御挨拶といたします。
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連合会ビルに取り付けられた垂れ幕

　役職員業務研修
　○研修先　（公社）関市シルバー人材センター
　○テーマ　「福祉家事援助サービス及び
　　　　　　　　　　　　　女性会員の増強」

去る９月20日に訪問した関市ＳＣは、高齢
者及び子育て世帯に対し、市と協力して積極的
に様々な事業に取組んでいました。特に見学先
の「本町プラザとんてん館」は市民の交流サロ
ンと位置付けられ、託児や喫茶等の事業による
女性会員の活躍の場として会員が楽しそうに就
業している姿が印象的でした。秋晴れの下、大
変有意義な研修会となりました。

（報告：野々市市ＳＣ 麦山真珠美）

平成25年度12月末までの主要事業

　普及啓発促進月間事業
　（10月１日～31日）
当連合会と県内各シルバー人材センターで
は、「シルバーの日（10月19日）」を中心に、
役職員や会員が参加して、繁華街やショッピン
グセンター前でシルバー事業の啓発用チラシや
ポケットティッシュなどのＰＲ用品を配付した
り、ボランティアの清掃・除草・剪定などの活
動をしてシルバー事業の周知に努めました。
また、金沢市や七尾市などでは、会員と市民
が交流するシルバーフェアを開催し、会場は多
くの来場者でにぎわいました。
連合会では、10月19日の「シルバーの日」
に須野原雄会長や職員計11名が金沢市の名鉄
エムザ前と近江町市場前でＰＲ活動を展開しま
した。
土曜のお昼過ぎとあって、多くの買い物客が
行き交い、お揃いの法被を着た須野原雄会長や
職員は、「シルバー人材センターをご利用くだ
さ～い。」、「シルバーにご入会しませんか？」
などと明るく声をかけ、チラシを手渡していま
した。
この日、用意した2,000セットのチラシとポ
ケットテイッシュは１時間足らずでなくなりま
した。
今回のＰＲ
の結果、連合
会には「シル
バーに入会し
たい。」、「シル
バーに仕事を
頼みたい。」
といった電話
がかかり、反
響に手ごたえ
を感じました。

とんてん館に到着 岡田 誠 関市SC事務局長（手
前右）と意見交換

とんてん館スタッフと意見
交換

岡田充宏 関市SC理事長
（右から3人目）

「 関 」を代表する産業の１つである
刃物を鍛錬する音からとったもので、

トンテンカンのリズムが子どもにも親にも
心地よい響きとなり、心に残るよう願って

「とんてん館」と名付けました。

の由来は

石川県シルバー人材センター連合会
10/19　エムザと近江町いちば館前にてチラシ配布

かほく市シルバー人材センター
11/28　七塚中央公園にて清掃ボランティア

小松市シルバー人材センター
10/13　こまつ曳山交流館みよっさにてチラシ配布

羽咋市シルバー人材センター
10/30　すこやかセンター前にて除草ボランティア

（旧：羽咋市文化会館）

能登町シルバー人材センター
9/5～10/1　町立保育所（６カ所）除草ボランティア

内灘町シルバー人材センター
10/5　マックスバリュ内灘店にてチラシ配布

津幡町シルバー人材センター
10/19　アルプラザ津幡にてチラシ配布

中能登町シルバー人材センター
10/19　どんたく良川店にてチラシ配布
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今年度の当初計画は、36コース定員740人
で実施したところですが、石川労働局発表の雇
用失業情勢は、景気回復の影響で新規求人が増
加し、新規求職者が減少傾向で推移しているこ
とから、10月時点の求人倍率は1.22倍と持ち
直している状況にあります。
求職者が減少していることから、本事業の運
営面で技能講習（下期）の定員確保に苦慮する

場面も見られたところでありますが、ハロー
ワークとの連携により中止することなく開催す
ることができました。
管理選考会（企業合同面接会）の参加企業数
は人手不足の企業は勿論のことですが、これま
で参加率の少なかった製造関係、調理関連企業
の参加が多く見られました。

平成25年度シニアワークプログラム
地域事業実施状況

金沢、小松、能登
小松、七尾、羽咋、かほく、輪島
小松
加賀
能登
金沢（予定）、小松（予定）
金沢、羽咋
金沢、七尾、白山、能美、野々市、内灘、能登
金沢、小松
金沢、小松、七尾
加賀、小松、七尾、輪島、野々市、珠洲、津幡、
宝達志水
金沢
金沢（予定）

３７回
３１回

人
講 習 名 開 催 地 区 受講定員

６０
１１０
２０
２０
２０
４０
５０
１４０
４０
６０

１６０

２０
３０
７７０
６７０

人
受講者
４１
１１０
２０
２０
３３
１９
５４
１０３
３９
４９

１３１

２６

６４５
５８７

（平成25年11月末日現在）技能講習

介護職員初任者研修
作 業 機 器
野 菜 栽 培
花 き 栽 培
野 菜 ＆ 果 樹 栽 培
経 理 ＆ I T
造園＆ガーデニング
家 事 援 助
フ ォ ー ク リ フ ト
警 備 業 務

造 　 　 園

労 務 管 理
ビ ジ ネ ス P O P

合　　計
※参考 24年度実績

介護職員初任者研修【能登会場】
7/1～8/1
満天星

作業機器講習【輪島会場】
7/1～11/18

輪島市シルバー人材センター

警備業務講習【金沢会場】
11/11～11/21

ポリテクセンター石川

当連合会では、国から委託を受けて、55歳以上の高年齢求職者等を対象に、
雇用（常用・パート）を前提とした技能講習会、そして講習終了後の面接会等
を実施しています。

　理事会・事務局長会議
◎第３回  理事会
11月26日、石川県女性センターにおいて平
成25年度第３回理事会を理事８名監事２名の
全役員が出席し開催しました。
須野原雄会長の挨拶の後、議長及び議事録署
名人の選任を行い、議案審議に入りました。
「平成25年度収支補正予算」と「専門委員会
委員の選任」について議案審議し、それぞれ承
認をいただくことができました。
また、事務局からの報告事項として、平成
25年度上半期の業務執行状況や安全・適正就
業、有料職業紹介事業、消費税率引き上げに係
る対応などについて説明しました。

◎第２回  事務局長会議
12月12日、ポリテクセンター石川において
本年度第２回目のセンター事務局長会議を、石
川労働局職業対策課苗山里美高齢者対策担当
官、同需給調整事業室諸田一良室長補佐をお招
きして、県内18センターの事務局長をはじめ総
数28名の関係者の出席のもとで開催しました。
須野原雄会長の挨拶の後、苗山対策担当官か
ら国の「平成26年度シルバー人材センター事
業関係予算について」、また諸田補佐から「有
料職業紹介事業について」詳細な説明がなされ
ました。
続いて、事務局から①消費税率の引上げ、②
適正就業、③安全就業、④会計経理事務の点検
などについて説明をしました。

　北信越ブロック県連合・活動拠点
　職員研修会・経験交流会
北信越シルバー人材センター連絡協議会の北
信越ブロック県連合・活動拠点職員研修会・経
験交流会が11月21日、新潟県で開催され、石
川県からセンター及び連合会の役職員あわせて
20名が出席しました。
全シ協の金内善
健専務理事が「第
二世代のシルバー
事業へ」と題して
講演し、就業拡大
にはセンター・連
合会・全シ協の３
者が連携し、「必
要とする情報、必
要とするはずの情
報」を伝えること
が大切であること、また、近年“お客様化”して
しまう会員対策として、シルバー事業をよく理
解する会員を増やす努力の必要性などについて
ご講演されました。
第２部ではグループ討議を行い、“会員増の
対策”として「ＳＰ講習会を有効活用して入会
につなげる。」、「同年代の発注者を入会勧誘す
る。」といった意見が、また“就業開拓の方法”
では、「よい仕事をすれば、おのずと口コミで
受注増加につながる。」、「作業現場や車両にの
ぼり旗やステッカーを貼り、ＰＲする。」など
の意見が出されました。

分科会の討議結果を発表する松本早人金沢市ＳＣ課長心得
新潟県越後湯沢町、NASPAニューオータニ

金内善健 全シ協専務理事
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野菜栽培講習【小松会場】
7/1～11/18

ＪＡ小松市みゆき支店

収穫期が近づいた！　ニンジンとジャガイモ

造園講習【津幡会場】
10/22～11/5

津幡町シルバー人材センター

家事援助講習【野々市会場】
11/11～11/21
野々市市中央公民館

造園講習【珠洲会場】
10/12～10/22

珠洲市シルバー人材センター

野菜＆果樹栽培講習【能登会場】
「高齢期の社会参加のヒント」
“就農支援の関わり方”

田原義昭 講師

作業機器講習【輪島会場】
「高齢期の社会参加のヒント」

“山は宝のやま”
木下繁治 講師

家事援助【白山会場】
「雇用失業情勢及び面接の留意点」

ハロワーク白山
春木謙一郎 統括職業指導官

介護初任者研修【金沢】
「雇用失業情勢及び面接の留意点」

ハロワーク金沢
澤田和夫 統括職業指導官

家事援助講習【能登会場】
「雇用失業情勢及び面接の留意点」

ハローワーク輪島
水上智子 上席職業指導官

回 回 人１１（10）
８　　　
１３（12）
３２（30）
２５　　　

人
回　数

１０
７
１３
３０
２５

実　施 内　　容
生活設計、求職活動
健康管理、職業生活
健康管理、職業生活

定　員
２３０（220）
１６０（160）
２６０（240）
６５０（620）
５００

受講者
１７１
１１７
２６４
５５２
５４６

（平成25年11月末日現在）

（　　）は当初計画

就業支援講座

金 沢 地 域
小松加賀地域
七尾能登地域
合　　　計

※参考 24年度実績

開 催 地 域

10月9日金沢地域（15社）
会場：職業能力開発プラザ

11月25日金沢地域（14社）
会場：ポリテクセンター石川

11月27日能登地域（４社）
会場：柳田山村開発センター

  管理選考会
石川労働局発表の雇用失業情勢のとおり、景
気回復の兆しから参加企業数及び産業種別に変
化が見られました。当初計画23回のうち20回
終了時点で、参加企業数は前年度比で102％
（102社）増えており、求人数も対前年比で調理
補助が308.0％（208人）、製造関係が278.6％
増加となりました。
その他、介護、警備、清掃など、人手不足と

言われる職種求人数も昨年度を大幅に上回って
おり、求職者が減少する中、高年齢者の活用が
見直されているのではと期待しているところで
す。また、雇用・就業状況についても昨年を上
回るペースとなっています。
今後は、受講者の希望職種を中心に、ハロー
ワークと連携を図りながらカウンセリングや求
人開拓を実施するなどフォローアップに努め、
高齢求職者の早期就労に努めます。

平成25年度 管理選考会（企業合同面接会）開催計画表
回　数 開 　 催 　 日

 ５月17日（金）

 ６月12日（水）

 ６月28日（金）

 ７月 ６日（土）

 ７月 ８日（月）

 ７月10日（水）

 ７月15日（月）

 ７月16日（火）

 ７月23日（火）

 ８月 １日（木）

 ８月13日（火）

 ８月29日（木）

 ８月30日（金）

 ９月27日（金）

 ９月30日（月）

10月 ９日（水）

10月18日（金）

11月 ５日（火）

11月15日（金）

11月21日（木）

11月25日（月）

11月27日（水）

12月20日（金）

12月24日（火）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

造園

家事援助

フォークリフト

介護職員初任者研修

作業機器、造園

家事援助

造園、作業機器

造園

造園

介護職員、野菜＆果樹

家事援助

介護職員、花卉栽培

労務管理補助、経理＆ＩＴ

造園

フォークリフト、作業機器

家事援助

警備

造園

警備

家事援助

警備

家事援助

経理＆ＩＴ

ビジネスPOP

時 間
15:30

16:00

11:00

10:00

11:00

14:30

15:00

15:00

15:00

14:00

11:00

15:30

14:30

15:00

11:00

16:00

15:20

15:00

15:20

14:30

15:20

14:30

11:00

11:00

対　象　地　域 企　業 求　人 求職者 就職
加 賀 地 域

金 沢 地 域

金 沢 地 域

金 沢 地 域

羽咋、かほく地域

小松､加賀地域

能 登 地 域

七尾、羽咋地域

小松､加賀地域

能 登 地 域

金 沢 地 域

小松､加賀地域

金 沢 地 域

金 沢 地 域

小松､加賀地域

金 沢 地 域

七尾、羽咋地域

金沢、羽咋地域

小松､加賀地域

金 沢 地 域

金 沢 地 域

能 登 地 域

小松､加賀地域

金 沢 地 域

開　催　会　場
セミナーハウスあいりす

金 沢 市 も の づ く り 会 館

キ ャ タ ピ ラ ー 教 習 所

石川県地場産業センター

羽咋勤労者総合福祉センター

能美市根上学習センター

輪 島 市 Ｓ Ｃ

七尾市勤労者総合福祉センター

小 松 商 工 会 議 所

満 天 星

サ ン ラ イ フ 松 任

小 松 市 末 広 体 育 館

ポ リ テ ク セ ン タ ー 石 川

ポ リ テ ク セ ン タ ー 石 川

小 松 市 末 広 体 育 館

石川県職業能力開発プラザ

七尾市勤労者総合福祉センター

サ ン ラ イ フ 津 幡

小 松 産 業 技 術 専 門 校

野 々 市 市 中 央 公 民 館

ポ リ テ ク セ ン タ ー 石 川

柳 田 山 村 開 発 セ ン タ ー

小 松 商 工 会 議 所

ポ リ テ ク セ ン タ ー 石 川

9
4
6
5
6
5
73
73
4
4
3
3

7
3
6
4
10
7
4
3
8
4
14
10
11
7
18
6
17
15
8
7
4
4
14
13
9
7
16
14
7
4

254
202
146
100

20

22

12

13

21

4

祝日

25

14

15

9

21

37

21

16

29

18

14

14

14

12

18

369

452

3

6

3

4

2

中止

1

4

3

1

4

5

3

4

6

1

1

4

3

1

59

70

11
25
42
81
25
83
256
607
6
18
12
23

12
39
14
43
18
37
13
121
22
53
36
149
26
132
24
49
62
86
17
28
7
47
25
82
32
47
33
112
29
32

722
1,894
305
683

合　　　計
※参考　平成24年度実績

（平成 25年 11月末日現在）
※求人欄：上段／件数、下段／人数
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野菜栽培講習【小松会場】
7/1～11/18

ＪＡ小松市みゆき支店

収穫期が近づいた！　ニンジンとジャガイモ

造園講習【津幡会場】
10/22～11/5

津幡町シルバー人材センター

家事援助講習【野々市会場】
11/11～11/21
野々市市中央公民館

造園講習【珠洲会場】
10/12～10/22

珠洲市シルバー人材センター

野菜＆果樹栽培講習【能登会場】
「高齢期の社会参加のヒント」
“就農支援の関わり方”

田原義昭 講師

作業機器講習【輪島会場】
「高齢期の社会参加のヒント」

“山は宝のやま”
木下繁治 講師

家事援助【白山会場】
「雇用失業情勢及び面接の留意点」

ハロワーク白山
春木謙一郎 統括職業指導官

介護初任者研修【金沢】
「雇用失業情勢及び面接の留意点」

ハロワーク金沢
澤田和夫 統括職業指導官

家事援助講習【能登会場】
「雇用失業情勢及び面接の留意点」

ハローワーク輪島
水上智子 上席職業指導官

回 回 人１１（10）
８　　　
１３（12）
３２（30）
２５　　　

人
回　数

１０
７
１３
３０
２５

実　施 内　　容
生活設計、求職活動
健康管理、職業生活
健康管理、職業生活

定　員
２３０（220）
１６０（160）
２６０（240）
６５０（620）
５００

受講者
１７１
１１７
２６４
５５２
５４６

（平成25年11月末日現在）

（　　）は当初計画

就業支援講座

金 沢 地 域
小松加賀地域
七尾能登地域
合　　　計

※参考 24年度実績

開 催 地 域

10月9日金沢地域（15社）
会場：職業能力開発プラザ

11月25日金沢地域（14社）
会場：ポリテクセンター石川

11月27日能登地域（４社）
会場：柳田山村開発センター

  管理選考会
石川労働局発表の雇用失業情勢のとおり、景
気回復の兆しから参加企業数及び産業種別に変
化が見られました。当初計画23回のうち20回
終了時点で、参加企業数は前年度比で102％
（102社）増えており、求人数も対前年比で調理
補助が308.0％（208人）、製造関係が278.6％
増加となりました。
その他、介護、警備、清掃など、人手不足と

言われる職種求人数も昨年度を大幅に上回って
おり、求職者が減少する中、高年齢者の活用が
見直されているのではと期待しているところで
す。また、雇用・就業状況についても昨年を上
回るペースとなっています。
今後は、受講者の希望職種を中心に、ハロー
ワークと連携を図りながらカウンセリングや求
人開拓を実施するなどフォローアップに努め、
高齢求職者の早期就労に努めます。

平成25年度 管理選考会（企業合同面接会）開催計画表
回　数 開 　 催 　 日

 ５月17日（金）

 ６月12日（水）

 ６月28日（金）

 ７月 ６日（土）

 ７月 ８日（月）

 ７月10日（水）

 ７月15日（月）

 ７月16日（火）

 ７月23日（火）

 ８月 １日（木）

 ８月13日（火）

 ８月29日（木）

 ８月30日（金）

 ９月27日（金）

 ９月30日（月）

10月 ９日（水）

10月18日（金）

11月 ５日（火）

11月15日（金）

11月21日（木）

11月25日（月）

11月27日（水）

12月20日（金）

12月24日（火）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

造園

家事援助

フォークリフト

介護職員初任者研修

作業機器、造園

家事援助

造園、作業機器

造園

造園

介護職員、野菜＆果樹

家事援助

介護職員、花卉栽培

労務管理補助、経理＆ＩＴ

造園

フォークリフト、作業機器

家事援助

警備

造園

警備

家事援助

警備

家事援助

経理＆ＩＴ

ビジネスPOP

時 間
15:30

16:00

11:00

10:00

11:00

14:30

15:00

15:00

15:00

14:00

11:00

15:30

14:30

15:00

11:00

16:00

15:20

15:00

15:20

14:30

15:20

14:30

11:00

11:00

対　象　地　域 企　業 求　人 求職者 就職
加 賀 地 域

金 沢 地 域

金 沢 地 域

金 沢 地 域

羽咋、かほく地域

小松､加賀地域

能 登 地 域

七尾、羽咋地域

小松､加賀地域

能 登 地 域

金 沢 地 域

小松､加賀地域

金 沢 地 域

金 沢 地 域

小松､加賀地域

金 沢 地 域

七尾、羽咋地域

金沢、羽咋地域

小松､加賀地域

金 沢 地 域

金 沢 地 域

能 登 地 域

小松､加賀地域

金 沢 地 域

開　催　会　場
セミナーハウスあいりす

金 沢 市 も の づ く り 会 館

キ ャ タ ピ ラ ー 教 習 所

石川県地場産業センター

羽咋勤労者総合福祉センター

能美市根上学習センター

輪 島 市 Ｓ Ｃ

七尾市勤労者総合福祉センター

小 松 商 工 会 議 所

満 天 星

サ ン ラ イ フ 松 任

小 松 市 末 広 体 育 館

ポ リ テ ク セ ン タ ー 石 川

ポ リ テ ク セ ン タ ー 石 川

小 松 市 末 広 体 育 館

石川県職業能力開発プラザ

七尾市勤労者総合福祉センター

サ ン ラ イ フ 津 幡

小 松 産 業 技 術 専 門 校

野 々 市 市 中 央 公 民 館

ポ リ テ ク セ ン タ ー 石 川

柳 田 山 村 開 発 セ ン タ ー

小 松 商 工 会 議 所

ポ リ テ ク セ ン タ ー 石 川

9
4
6
5
6
5
73
73
4
4
3
3

7
3
6
4
10
7
4
3
8
4
14
10
11
7
18
6
17
15
8
7
4
4
14
13
9
7
16
14
7
4

254
202
146
100

20

22

12

13

21

4

祝日

25

14

15

9

21

37

21

16

29

18

14

14

14

12

18

369

452

3

6

3

4

2

中止

1

4

3

1

4

5

3

4

6

1

1

4

3

1

59

70

11
25
42
81
25
83
256
607
6
18
12
23

12
39
14
43
18
37
13
121
22
53
36
149
26
132
24
49
62
86
17
28
7
47
25
82
32
47
33
112
29
32

722
1,894
305
683

合　　　計
※参考　平成24年度実績

（平成 25年 11月末日現在）
※求人欄：上段／件数、下段／人数
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新任理事長の紹介及び抱負

本年７月29日付けで小松市シルバ―人材
センタ―の理事長に就任しました竹村で御
座います。
近年の社会経済変化とともに超高齢化社
会を迎えようとしています、団塊の世代が
65歳となり、かく云う私も団塊の世代の
トップランナ―の一人で御座いますが、
我々の世代が75歳を迎える2025年には75
歳以上の人々が今より770万人増加し、２
倍、３倍にもなると云われる医療・介護・
生活保護の財政負担を少しでも子や孫にか
けないためにも、高齢者の生きがいの充実
や能力を活かしたネットワ―クであるシル
バ―人材センタ―の役割は、今後益々重要
になると考えております。
今の高齢者の体力は向上し、20年前に比
べて10歳は若返り、60歳の人の歩くスピ

―ドは平均すると20年前の50歳の人のス
ピ―ドと云われています。
このように若返られ、元気で意欲と能力
をお持ちの高齢者の皆様に生きがいを持っ
て頂き、体力の続く限りご活躍頂くために
も、会員や就業機会の拡大のための積極的
な営業活動は無論のこと、会員の能力を生
かせるスモ―ルビジネスを立ち上げ、高齢
者や女性、出来れば体に障害をお持ちの
方々が共に手を携え、生きがいを持って働
ける場の創設が可能となれば、大変有りが
たいと考えております。
課題は山積しておりますが、皆様のご指
導・ご鞭撻を仰ぎながら一歩一歩進めて参
る所存で御座いますので、よろしくお願い
致します。

平成 25年７月 29日

小松市副市長（現職）

家庭菜園

就任年月日就任年月日

主 要 略 歴

趣味・特技

●  ●  ●  抱　負  ●  ●  ●

公益社団法人 小松市シルバー人材センター

　　理 事 長

　　　　竹　村　信　一
家事援助講習会を受講して
　白山市　粟津　昌夫 さん

この４月に、何気なく地元
の白山市広報を見たところ、
シルバー人材センター主催の
「家事援助講習」の開催案内
がありました。会社を退職
し、日々の生活リズムの確保と今後の日常の過ごし
方を模索していた矢先でしたので、すぐ受講を申し
込みました。そもそも家庭の周辺掃除の手入れとか
DIY的な小細工が趣味の一部であったことと、いよ
いよ料理にも挑戦したいと思いを巡らしていたとこ
ろでした。
家事援助講習のカリキュラムは、当然のことなが

ら日常生活に必要不可欠な食事の準備補助及び家庭
及びビルなどの清掃関係の基本的なポイントを、理
論的にかつ分かりやすく指導・解説いただき、実践
するものでした。
まず調理補助について、介護食の基礎知識という

テーマで食べる楽しさが生きる力を生むとのお話に
納得と頷くことばかりでした。さらに手ごろな材料
を使って、実際に調理の実技指導を受けました。食
事の準備に取り組むやる気や前向きな意気込みが得
られました。
次に、家庭ハウスクリーニングの処理ノウハウを

学びました。講師の方のとてもユニークな指導の進
め方により、私ども受講生相互の意思疎通が図ら
れ、楽しく前向きに清掃について取り組む意欲がわ
きました。また、スピーチ練習と自己売込みのリ
ハーサルもできました。
さらに、ビル清掃実技では、モップのさばき方か

ら床みがき機を使用してプロの技術を学びました。
究極の清掃プロ集団である「新幹線お掃除の天使た
ち」のニュースを拝聴し感動しました。
そもそも高齢者の就職支援であるシニアワークプ

ログラムですが、この講習を受講して今後の仕事、
暮しに向かう元気と根気とやる気をいただいたよう
な素晴らしい講習会でした。石川県シルバー人材セ
ンター連合会の皆様に感謝の念で一杯です。ありが
とうございました。

受託事業受講者コーナー
シニアワークプログラム技能講習受講者の声

介護職員初任者講習
　　　　　　　　　能登町　浜谷　久美子 さん

定年で長年勤めた会社を退職し、ハローワークで
求人票を見て感じたのは、介護職員の募集の多いこ
とでした。そんな時、能登広報で“介護職員初任者講
習会“開催の案内を見て迷うことなく応募しました。
講習会の案内をいただき、知り合いもなく一人で

応募し、ちょっと不安になりながら、講習会初日、
講習会会場に行きました。そこには知らない人ばか
りでなく知り合いもいて安心し、頑張ろうと思いま
した。
講習会の半ばに家の用事で休まなければならなく

なり、２回休みました。小松会場、金沢会場で補講
を受ければ修了できると進められましたが、運転し
ていく自信がなく修了をあきらめながら残りを受講
しました。
シルバー人材センターの方、ニチイの方のお世話

で七尾会場でも補講ができることがわかりました。
七尾までなら運転はできると思い、受けることにし
ました。7/29で受講が終わり補講は9/21、9/29、
日があき、今まで習ったことを忘れ、大丈夫だろう
か？最終試験は11/2、11/9。ちょっと期間が空き
すぎているのではと、また不安になりました。
９月の中頃シルバー人材センターの方から補講の

日の案内をもらい、やはり頑張らなくてはと気を引
締めました。
先生は能登会場と同じで、七尾会場の方達もやさ

しい人でした。介護はむずかしく、大変だと思いな
がら受講しました。
修了試験の結果はその場ではなく郵送されるとの

事。早く不安から解消されたい気持ちでした。数日
後“合格”の案内をもらった時、シルバー人材セン
ターの方に大変なお手数をおかけして申し訳なく思
い、おかげで修了できたことに感謝いたしました。

白山市家事援助講習風景 能登町介護職員初任者講習風景
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新任理事長の紹介及び抱負
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平成 25年７月 29日

小松市副市長（現職）

家庭菜園

就任年月日就任年月日
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「合併により広大なエリアをカバー」
白山市は、石川県加賀地方の中央部、県都金
沢市の南西部に位置し、平成17年２月、８市
町村（松任市、美川町、鶴来町、河内村、吉野
谷村、鳥越村、尾口村、白峰村）の合併によ
り、日本三名山の霊峰白山から手取川扇状地を
経て日本海に至る広大な面積と豊かな自然環境
に恵まれた地域として誕生しました。白山市シ
ルバー人材センターは、市町村合併とあいまっ
て平成17年４月に１法人シルバー及び７シル
バー人材センター（本所、７支所）が統合し、
県内一の広域エリアを抱えるセンターとしてス
タートしました。
平成20年度をピークに年々契約金額が下
がってきており、仕事も減ってきていることと
会員の高齢化に伴い、会員数も約200人少ない
状況です。
この厳しい状況の中で、関係各所と連絡を密
にしながら就業機会を増やしていければと思っ
ています。

◎普及啓発活動
毎年10月のシルバー普及啓発促進月間に
ショッピングセンターにて役職員が一丸となり
来店者にシルバーチラシ、ポケットティッシュ
を配布し、就業機会及び入会促進に努めていま
す。この活動は今後も継続して行きたいと思い
ます。

◎ボランティア活動
会員の社会活動参加及び地域貢献を目的とし
たボランティア活動ですが、支所毎に公共施設
等の清掃・除草を年１回実施しています。

平成25年度の実績は、８ケ所で参加者は約
200名でした。この活動が就業につながればと
思います。

シルバー人材センターだより
公益社団法人
白山市シルバー人材センター

公益社団法人
津幡町シルバー人材センター
◎ボランティア活動
11月14日（木）、町立病院において環境美化
の観点から、病院敷地内の緑化推進のためのボ
ランティア活動を行いました。今回は10名で
花壇を整備（花植え・除草）し、パンジー及び
ガザニアを植え、冬場の花壇を彩りました。
また当センター製作の剪定枝堆肥及び剪定枝
チップも散布いたしました。
剪定枝堆
肥は、現在
まだ試作の
段階で、来
春の完成及
び販売に向
けて試行錯
誤していま
す。 除草する会員

アピタ松任にてチラシ配布

松任総合運動公園にてボランティア清掃

花植えをする会員
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公益社団法人
珠洲市シルバー人材センター
公益社団法人珠洲市シルバー人材センターの
創立20周年記念式典が11月14日（木）、来賓、
会員190人の出席のもと、ラポルトすず大ホー
ルで開催されました。
式典では谷充行理事長のあいさつに始まり、
発注者７協力
団体に感謝
状、功労の
あった役職員
や会員24人
に表彰状の贈
呈があった
後、来賓とし

て泉谷満寿裕市長、上野良夫市議会議長、県シ
ルバー人材センター連合会の須野原雄会長から
祝辞をいただきました。
休憩を挟んで地元の方によるアトラクション

「大正琴」、「剣詩舞道」、「フラダンス」、「御神
事太鼓」が記念式典に花を添え、なごやかに式
を終えました。

◎石川県交通安全高齢者自転車大会参加
９月28日（土）、かほく市アクロス高松で開催
された石川県交通安全高齢者自転車大会に「河
北代表」として参加しました。
団体戦は４名１チームでの参加となり、４名
の得点合計で競います。一旦停止・方向転換な
どが審査され、悪戦苦闘しながら規定コースを
運転しました。
練習を数日したこともあり、見事団体3位に
入賞し、個人戦でも5位入賞及び敢闘賞をいた

だきました。
大会に参加し
身に付けた技術
及び注意事項
を、普段の運転
に生かし、事故
に注意していき
たいと思いま
す。

役員表彰

谷充行 珠洲市SC理事長

御神事太鼓

大正琴

剣詩舞道

祝辞を述べる
須野原雄 県シ連会長

表彰　団体３位

自転車運転中
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